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1 は じ め に

冬 季 の開 放 型 IIE肥 舎 では堆 肥 表 面 からの放

熱 および通 気 による冷 却 によつて tt肥 の発 酵 の遅

延 ,最 高 到 達 温 度 の低 下 ,最 高 温 度 う1達 以 降

の温 度 低 下 がみ られる。厳 冬 季 の発 酵 停 滞 軽 減

策 には①発酵 停滞期 間の短縮 ,② 温度 立 ち上が

り期 間 の温 度 上 昇 率 の向 上 ,③ 最 高温 度 到 達

以 降の温度 低 下防 止 について改 善を図る必要 が

ある。これらの改 善策 としては堆 肥 化 初期 に堆 肥

を加 温 ,熱 風 による通 気 ,密 閉堆 肥 舎 などが考 え

られるが ,東 北 地域 に多い中小規模 蓄産 農 家 で

は既 存の堆 肥 舎 を改造 するにはコストの点から難

しい。そこで本 研 究 は「寒 冷 地 冬 季 における発 酵

停 滞 の原 因 のひとつは低 温 空 気 による通 気 であ

るJと 仮説 を立て,低 温 通 気 量調 整 による堆 肥 温

度 の誘 導の可能性 を検 討 した。

2試 験 方 法

低 温 度 通 気 が堆 肥 の発 酵 に及 ぼす影 響 を明

らかにするため,容 積 121′ (体 積 量 10L)の 発酵 槽

2槽 を持 つ小型堆 肥 化 装 置を利 用 し,発 酵 試 験

を行 つた。乳牛
=、

んと水 分調 整 資 材 としての未 粉

砕 モミガラを目標 水 分 に調 整 し,発 酵 槽 に充填 ,

強 制通 気 法 による発酵 促 進 を行 つた (表 1参 照 )。

また,発 酵槽 が外 気 温 の影 響 を受 けないように恒

温 槽 内 に設 置 した。恒 温 槽 内 温 度 は堆 肥 温 度

に追 従 するように設 定 した。発 酵 期 間 は1週 間 ,

切 り返 しは行 わない。

3試験結果および考察

(1)温度停滞期間と通気量

試験区 凡例
綸一　
％

通気量

L/mn・ m3

平均通気温度

℃

①

■

②

■

③ 47

■

④ 16

■

表1 堆肥化の諸条件

図 l①から③に初期 水分 約 65%,① に約 70%
に調整 した堆 肥 の発 酵 温度 を示 した。

すべての試 験 区において堆肥 温度 15度 付近

に編 曲点 が認 められ ,その時 点より温 度の急上昇

が開始 されている。温度 停滞 期間 は堆肥 温度 15

度 に蓬 成 するまでの時 間と考 えられる。

試 験 区③ においてlm3当 たり通 気 量 を 30,

50L/minと した場合 の温 度停 滞期 間 は 50Lよ り

く)30Lの 方が短縮 されている。いずれの試 験 にお

いても低 通 気 量 の方 が停 滞 期 間を短 縮 されてい

ることがわかる。

(2)温 度 上昇 率と通 気 量

①の試 験 区をのぞき、いずれの試 験 区でも温度

上 昇 率 は低 通 気 量 の方 が高かつた。①において

は lm3当 たり101,/minの 温度 上 昇率 が緩 慢であ

つたが、これは通 気 量 が不 十 分 であつたため,嫌

気性 発 酵 となった為 と考 えられる、

以 上 の結 果 から堆 肥 化 の適 正水 分 65%の場

合 は温度 停 滞 期 には通 気 量を低 く設 定 し,温 度

上昇期 には 20L/minを 通 気することで発 酵停 滞
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①③
　
欧 低通気量方式による堆肥化の温度変イヒ (※実線は外気戯

が軽 減 できると考 えられた。70%調 整 の場 合 ,温

度 停 滞 期・上 昇 期 ともに最 低 通 気 量 として

20L/minが必 要である。また,通 気 量を制 御する

ことにより発 酵 温度 の誘 導 の可能性 が認 められま

した。

(3)低通気方式の場合の堆肥の適正水分

低通気量 10～30L/minの場合は 70%に水分調整したも

のより65%に調整した堆肥化のほうが発酵停滞期間は短く,

温度上昇率は向上された。

4ま と め

本研究の結果から低温の通気を絞ることにより堆肥温度 15

度になるまでの温度停滞期間を短縮することができ,温度立

ち上がり期間の温度上昇率の向上ができると考えられる。低

温通気による道正水分と堆肥発酵の段階によつて適正な通

気量が変化することが明らかとなつた。

今後の課題として,発酵停滞軽減策「最高温度到達以降

の温度低下防止」で,乾燥によ墜 酵TL持が不可能な最高

温度90℃の堆肥と発酵期間中60℃前後となるように通気量

調整を行つた堆肥の有機物分解率を比較し、堆肥発酵に適

した通気制御方法を開発する。
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